
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス

バ
ラ
ン
ス

クククククク
・
ア
・
アアアア
ン
ド
・
バ

チ
ェ
チ

ッ

写
真
：
大
河
保
育
園

写
真
：
大
河
保
育
園

小
川
小
（
体
育
館・管

理
棟
）の
耐
震
工
事
は
じ
ま
る
！
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徹
底
議
論

を
経
て
可
決

　

今
定
例
会
で
は
、
小
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
議
案
を
含
め
て
６
件
、
公
平
委
員

　

今
定
例
会
で
は
、
小
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
議
案
を
含
め
て
６
件
、
公
平
委
員

候
補
者
の
推
薦
２
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

候
補
者
の
推
薦
２
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は

　

一
般
質
問
は
1010
人
が
登
壇
し
、
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
町
の
見
解
や
対
応
を
た
だ
し
、
政
策
提
言
を
行
な
い
ま

人
が
登
壇
し
、
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
町
の
見
解
や
対
応
を
た
だ
し
、
政
策
提
言
を
行
な
い
ま

し
た
。

し
た
。

︽
主
な
質
疑
︾

問　

小
川
小
学
校
の
耐
震
工
事
と

西
中
学
校
の
改
築
準
備
が
同
時
に

進
む
中
、
教
育
委
員
会
だ
け
で
な

く
、
他
の
課
も
協
力
す
る
体
制
は

で
き
て
い
る
の
か
。

答　

町
を
挙
げ
て
の
大
切
な
工
事

と
し
て
、
全
体
で
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
は
確
保

さ
れ
る
の
か
。

答　

工
事
車
両
の
出
入
り
、
足
場

の
設
置
な
ど
、
十
分
な
配
慮
を
し
、

絶
対
に
無
事
故
に
終
わ
ら
せ
ま

す
。

問　

壁
や
天
井
な
ど
非
構
造
部
材

問　

防
災
計
画
見
直
し
作
成
の
委

託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
具

体
的
に
見
直
す
と
こ
ろ
は
。

答　

被
害
想
定
や
避
難
所
設
営
、

備
蓄
品
等
の
内
容
、
広
域
的
な
放

射
能
汚
染
へ
の
対
応
な
ど
で
す
。

大
人
用
の
紙
お
む
つ
、
女
性
用
の

下
着
、
衛
生
用
品
、
避
難
所
の
間

仕
切
り
等
は
現
行
の
中
に
も
含
ま

れ
て
い
な
い
た
め
、
見
直
し
を
考

え
て
い
ま
す
。
避
難
所
の
運
営
に

高
齢
者
や
女
性
へ
の
具
体
的
な
配

慮
等
も
盛
り
込
む
必
要
が
あ
り
、

今
後
検
討
を
重
ね
て
計
画
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

課
を
超
え
て
協
力
す
る
体
制
は
？

課
を
超
え
て
協
力
す
る
体
制
は
？

児
童
の
安
全
確
保
は
？

児
童
の
安
全
確
保
は
？

廃
棄
物
処
理
の
安
全
徹
底
は
？

廃
棄
物
処
理
の
安
全
徹
底
は
？

平成 24 年 ６月定例会

６月５日〜６月14日にそなえてにそなえて

小川小学校児童引取訓練
災害時に迎えに来ていただく場合の訓練の様子

耐震工事耐震工事はじまる！はじまる！ （体育館・管理棟）
小川小学校小川小学校
西中学校改築準備とあわせて職員の協力体制は

の
耐
震
対
策
は
。

答　

体
育
館
は
壁
を
ほ
と
ん
ど
取

り
か
え
る
形
の
工
事
に
な
り
ま

す
。

問　

工
事
に
伴
う
廃
棄
物
は
、
法

律
に
基
づ
い
て
処
分
さ
れ
る
の

か
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
い
け

ば
、
環
境
衛
生
課
と
も
積
極
的
に

協
力
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

建
築
資
材
の
再
資
源
化
法
・

廃
棄
物
処
理
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

基
づ
き
、
環
境
衛
生
課
と
も
協
力

し
、
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

支
援
学
級
を

　
　

新
た
に
設
置

問　

備
品
購
入
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
新
し
く
学
級
が
で
き
た

の
か
。

答　

竹
沢
小
学
校
で
情
緒
障
害
児

学
級
を
新
設
。
大
河
小
学
校
と
欅

台
中
学
校
は
、
発
達
障
害
や
情
緒

障
害
の
お
子
さ
ん
を
通
常
学
級
に

在
籍
し
な
が
ら
支
援
を
し
て
い
く

通
級
指
導
学
級
教
室
を
新
設
し
ま

し
た
。
加
配
の
教
員
も
配
置
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
っ
て
教
育
上
必
要
な
備

品
を
整
備
し
ま
す
。

の提出

意 見 書

国による子ども医療費無

料制度の創設と国民健康

保険療養費国庫負担金の

減額廃止を求める意見書

　議員全員賛成で議決し、内閣総

理大臣をはじめ関係大臣に提出し

ました。

 議員提出議案

︽
主
な
質
疑
︾

平
成
24
年
度

補
正
予
算

補
正
予
算

補
正
予
算

補
正
予
算

１１億億57085708万円万円
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─各委員会より─

をふまえての視 調 研 報察 査 究 告
総 務 常任委員会

調査研究テーマ

当町における防災体制
と住民の意識の確立

調査研究テーマ

環境負荷の軽減策として
の太陽光発電システムの
新エネルギー化の検証

調査研究テーマ

少子社会到来に対応し
た学校のあり方

調査研究テーマ

議会及び議員のあり方

経済建設 常任委員会 厚生文教 常任委員会

議　員　名

議　案　名

審議議案と議員の賛否

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）

専決処分の承認（税条例の一
部改正

専決処分の承認（都市計画税
条例の一部改正 )

税条例の一部改正

小川地区衛生組合の規約変更

平成24年度一般会計補正予
算 (第1号 )

公平委員会委員の選任（２件）

町立小川小学校管理棟・渡
り廊下・屋内運動場耐震補
強工事請負契約の締結

国による子ども医療費無料制
度の創設と国民健康保険療
養費国庫負担金の調整(減額)
廃止を求める意見書の提出

審
議
結
果

松
本　

修
三

戸
口　
　

勝

大
塚　

司
朗

小
林　

一
雄

根
岸　

成
美

宮
澤　

幹
雄

松
葉　

幸
雄

金
子　

美
登

大
戸　

久
一

髙
橋
さ
ゆ
り

山
口　

勝
士

柴
崎　
　

勝

島
﨑　

隆
夫

髙
瀬　
　

勉

井
口　

亮
一

柳
田
多
恵
子

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 同意

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

落札者　荏原環境プラント（株）落札者　荏原環境プラント（株）

　　　　（東京都大田区）　　　　（東京都大田区）

工事費工事費

２２億億68806880万円万円

工事箇所

　ごみ焼却場は、昭和 51

年７月に稼働し、36 年が

経過している。この種の施

設の耐用年数は 15 年程度

であり、ダイオキシン等の

有害物質の発生を防ぐため、

平成 12 年〜 13 年度で公

害防止対策工事は行なって

いるが、毎年多額の維持補

修費を要しながら、今日ま

で運転を続けている。

　今回、小川地区衛生組合

議会に提案された「空気予

熱器等更新工事」は、全会

一致で可決した。

　１日も早いごみ焼却場の

新設改良が求められている。

小川地区衛生組合議会報告

空気予熱器等更新工事を
発注！！

議会運営 委員会

議員提出議案

埼玉県寄居町・山梨県南ア
ルプス市を視察

寄居町DATA 人口3万 6267人

（平成 24年 2月現在）

古くは秩父往還の街道筋にあり、宿場町と

して栄え、鉢形城の城下町でもあった。

南アルプス市DATA 人口７万3835人

（平成 24年３月現在）

主峰北岳を頂点とした東西に細長い形で、

夏は気温が高く、冬には「八ヶ岳おろし」

が吹き、朝晩の冷え込みが強い内陸性気候

の地域である。

　寄居町にある（株）ワンビシアーカ

イブズでは、地表近くに強固な岩盤

があるなど、地質的な特長と都心に

近いという恵まれた条件を生かし、

企業及び公共の文書やデータを保存

する業務を行なっている。

　南アルプス市では「学校施設のエ

コ化」のために国の補助金を積極的

に活用し、小中学校に太陽光発電シ

ステムを設置。今後は、国庫補助を

利用した蓄電池の導入も考えている

とのことである。

考察 当町は、地理的条件などが寄

居町と同様ではあるが、いつ起こる

か分からない自然災害から住民の安

全・安心や行政基盤を確保するため、

国の後押し（補助事業）などを積極的

に活用できる組織体制を整え、さ

らなる防災体制の充実が必要である。

以上提言した。

山梨県南アルプス市・同県
北杜市を視察

北杜市DATA 人口４万8857人

（平成 24年３月現在）

ミネラルウオーターの生産量日本一。豊か

な自然環境に恵まれた地域。

　クリーンで安全、そして無限のエ

ネルギーとして「太陽光」の活用が

注目されている。南アルプス市では、

国の助成制度を活用し、95％の国庫

補助で小中学校・庁舎等の公共施設

に太陽光発電設備を導入し、財政的

にも大きなメリットを上げている。

考察 当町においても、今後の町事

業を転換する中で、太陽光発電シス

テムに取り組むべきと考える。具体

的な施策として、学校や庁舎をは

じめとする公共施設への設置につい

て、各課横断的に取り組む体制を速

やかに確立していただきたい。

　当町の地理地形など、恵まれた自

然環境の保全と活用を最大限生かせ

る施設として、北杜市で実証してい

るメガソーラー発電システム事業

を、国や県企業を巻き込んで積極的

に展開し、「クリーンで再生可能な

エネルギーの町」を確立することも

今後のまちづくりの一策になると考

える。個別太陽光発電システムと同

様に、早期に取り組むことをあわせ

て望むものである。

長野県富士見町・同県信濃
町を視察

富士見町DATA 人口１万5328人

（平成 23年３月現在）

「世界に展かれた高原の文化都市」づくり

を目標として、ハイテク産業や観光の町と

して発展。

信濃町DATA 人口9548人

（平成 23年 10月現在）

俳人小林一茶の生誕・終焉の地として知ら

れ、県内外から多くの人が訪れている。

　両町は少子化対策として、学校の

適正規模と望ましい教育環境の実現

に向けて、統合と小中一貫校を実現

させ、多くの児童・生徒の中で切磋

琢磨して受ける授業や個性を伸ばす

部活動を進めている。

　我が町で育つ小中学生を、どんな環

境に置くか、すべての人が知恵を出し

合いながら、子どもたちの利益を考え

なければならないと力説していた。

考察 少子化による児童・生徒の減

少があり、そして今日の不況と財政

悪化という中で、自分たち地域の学

校を誇りに思えるような教育環境を

つくるためには課題が多い。

　今後の少子化がますます進む中

で、子どもたちの最善の利益を保障

するため、執行部に対して財政状況

を念頭に置きながらも、学校の今後

のあり方を十分検討するよう強く提

言した。

長野県軽井沢町を視察

軽井沢町DATA 人口１万9213人

（平成 23年４月現在）

１年を通じ多くの保養・観光客が訪れ、国

際的保健休養地として名高い。

　議員の意識改革とスキルアップに

より、よりよい議会の構築を図るべ

く、先進地である長野県軽井沢町議

会を視察した。

　軽井沢町議会では、議員が直接住

民と向き合えるよう、議員ハンド

ブックを作成・活用するなどして、

個々の議員が、議会の様子を積極的

に住民に伝える「情報の公開」に対

する意識が高い。住民参加による政

策の展開を図ることにより、住民と

ともに軽井沢町にふさわしいまちづ

くりを進めるため、執行部と切磋琢

磨している姿が感じられるととも

に、対応いただいた議員個々のスキ

ルの高さが感じられた。

考察 議会基本条例は、住民の負託に

こたえるため住民参加型の議会を目

指し、改革を継続し発展させるために

制定されたことも十分に感じられた。

　本会議においては、住民や執行部

に対する議会の本来あるべき姿を再

確認し、議決機関としての役割を自

覚する。まさに意識改革が議会改革

に重要な役割を果たすと認識した。

　議会・意識の両改革を進める上で、

基本条例の制定に向けても定期的な

研修会を実施することを提言した。
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け
て
提
供
す
る
事
業
所
の

選
定
中
で
す
。
準
備
が
整

い
次
第
、
運
用
開
始
予
定

で
す
。

質
問
各
行
政
区
の
区

長
さ
ん
は
、
自

主
防
災
組
織
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
い
つ

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
か

ら
こ
そ
急
ぐ
べ
き
と
考
え

る
。
現
状
と
今
後
の
行
政

区
の
指
導
は
。

答
弁
総
務
課
長　

区

長
研
修
会
、
防

災
講
座
等
の
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
、
現
在
自
主
防

災
組
織
は
26
団
体
と
な

り
、
世
帯
数
か
ら
算
出
す

る
組
織
率
は
、
４
・
９
ポ

イ
ン
ト
増
え
て
44
％
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
結
成

に
向
け
て
助
言
と
工
夫
を

し
、
向
上
に
努
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
土
砂
災
害
防
止
法
に
基

づ
く
基
礎
調
査

答
弁
健
康
増
進

課
長　

任

意
接
種
で
あ
る
水
ぼ

う
そ
う
、
お
た
ふ
く

風
邪
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
３
市
１
町
、

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
は
２
市
１
町

が
、
助
成
ま
た
は
助

成
を
す
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

質
問
特
に
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス

転
換
を
図
り
、
地
域
の
道

路
の
安
全
を
確
保
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
災
害
時
の
情
報

収
集
と
し
て
、

庁
舎
内
の
非
常
用
回
線
を

含
ん
だ
回
線
数
は
。
ま
た
、

新
事
業
と
し
て
﹁
防
災
情

報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
﹂
の
構
築
と
開
始
時
期

は
。答

弁
総
務
課
長　

回

線
数
は
36
回
線

で
す
。
非
常
回
線
と
し
て

光
と
ア
ナ
ロ
グ
を
2
回
線

ず
つ
確
保
し
て
い
ま
す
。

防
災
情
報
の
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
は
、
導
入
に
向

質
問
予
防
医
療
に
力

を
入
れ
る
こ
と

は
、
子
育
て
支
援
の
重
要

な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。

県
内
自
治
体
の
予
防
接
種

助
成
の
現
状
は
。

質
問
橋
り
ょ
う
の
劣

化
・
強
度
・
耐

震
の
調
査
結
果
を
、
住
民

に
公
表
す
る
べ
き
と
思
う

が
。
ま
た
、危
険
な
橋
り
ょ

う
等
が
あ
っ
た
の
か
。
そ

の
場
合
の
対
策
は
。

答
弁
建
設
課
長　

町

内
河
川
に
か
か

る
15
メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋

の
調
査
結
果
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
調
査
で
は
、
安
全
性
の

観
点
か
ら
緊
急
に
対
応
が

必
要
な
箇
所
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。﹁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
﹂
を
策
定
し
、

予
防
的
な
修
繕
、
計
画
的

な
修
繕
、
か
け
替
え
へ
と

安全・安心のまちづくり

橋りょうの調査結果の公表を

子育て支援

各種ワクチン接種助成で子育て支援を

ホームページで公表している

方向性は持っています

宮澤幹雄議員

柳田多恵子議員

役場電話交換室役場電話交換室

健やかに育って

西
中
の
建
て
か
え

は
木
造
で

質
問

県
の
指
針
で

は
、
原
則
と
し

て
延
床
面
積
が
３
０
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低

層
の
公
共
建
築
物
は
、
す

べ
て
木
造
建
築
と
す
る
と

し
て
い
る
。
西
中
の
建
て

か
え
は
木
造
で
、
地
元
事

業
者
を
活
用
し
、
建
設
準

備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

多
様
な
意
見
を
設
計
に
生

か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
学
校
教
育
課
長　

木
造
と
Ｒ
Ｃ
構

造
︵
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
︶

で
比
較
検
討
し
て
い
ま

す
。
地
場
産
木
材
を
活
用

し
た
木
質
化
は
基
本
設
計

の
中
に
盛
り
込
み
ま
す
。

そ
の
都
度
、
必
要
に
応
じ

て
説
明
会
は
開
き
ま
す

が
、
委
員
会
は
立
ち
上
げ

ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問

◎
通
学
路
の
安
全
対
策

◎
放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
対
策

は
５
歳
ま
で
に
1
０
０
％

か
か
り
、
乳
幼
児
の
脳
炎
、

脳
症
の
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
自
己
負
担

を
１
０
０
０
円
と
す
る
自

治
体
も
あ
る
。
３
万
円
と

い
う
高
額
の
接
種
費
用

を
、
せ
め
て
他
の
お
た
ふ

く
、
水
ぼ
う
そ
う
な
ど
の

単
価
︵
８
０
０
０
円
〜
９

０
０
０
円
︶
と
同
じ
く
ら

い
に
引
き
下
げ
る
助
成
は

で
き
な
い
か
。

答
弁
町
長　

財
政
の

問
題
も
あ
り
ま

す
が
、
子
育
て
と
高
齢
者

を
で
き
る
だ
け
支
援
す
る

方
向
性
は
持
っ
て
い
ま
す
。

町
民
町
民
のの
声声
をを

町
政
町
政
にに

町政をただす
　一般質問とは、議

員が役場の仕事につ

いて、町長の考えや

意見を求め、事柄を

ただしたり、議員や

町民の意見などを述

べることをいいま

す。議員１人の持ち

時間は 75 分に定め

ており、議会だより

では、このやりとり

を要約して報告して

います。

　 今 議 会 で は、10

人の議員が一般質問

を行ないました。

議会に進捗を説明議会に進捗を説明

　７月17日、議会全員協議会を開催し、教育委
員会から西中学校改築工事基本・実施設計につい
て説明を受けました。本会議で意見の多くあった
木造についての見解は示されず、設計はＲＣ（鉄
筋コンクリート造）構造とし、木質系内装材を可
能な限り使用するとのことでした。
説明されたポイントは

①木材の使用（地場産材を可能な限り使用したい）
②和紙（細川紙）の使用
③災害避難所施設としての使用を考慮
④省エネルギー化（太陽光発電・雨水利用等）

議議会からの要望は会からの要望は

　説明を受け、議会側からは下記のような要望を
しました。

●地場産活用（木材、和紙など）は、最大限取り
組んでもらいたい

●工事発注に当たっては、ＪⅤ（共同企業体方式）、
分離発注などで地域経済活性化のための工夫を
すること

●避難所としての機能は、細部にわたって設計に
しっかりと盛り込むこと

●工事管理を厳しくするためにも、工事管理者は
設計者と分離して発注すること

●設計・建築に精通した職員をきちんと配置する
こと

●敷地を活かして、特に体育館等建設場所の配置
は再考されたい

　残念ながら木造化には至りませんでしたが、最大限

の木質化をはじめ、議会はよりよい西中学校が建設さ

れるよう、今後もしっかりとチェックしてまいります。

西
中
学
校
改
築
事
業　

そ
の
後
の
状
況
は
？
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わ
れ
ま
す
。

健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
町
へ

質
問
健
康
な
方
を
た

た
え
、
特
典
を

付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

答
弁
町
民
生
活
課
長　

国
民
皆
保
険
制

度
は
、
国
民
が
い
つ
で
も

安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
保
障
し
て
お

り
、
大
変
意
義
の
あ
る
も

の
だ
と
言
え
ま
す
。
当
町

と
し
て
は
、
今
後
も
予
防

医
療
に
必
要
な
各
種
検

診
、
特
定
健
康
診
査
等
の

推
進
や
地
域
で
の
健
康
づ

く
り
へ
の
支
援
を
行
な
う

こ
と
で
、
医
療
費
の
適
正

化
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

顕
彰
活
動
に
つ
い
て
は
、

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

町
と
し
て
も
﹁
防
災
計
画

見
直
し
﹂
を
初
め
、
防
災

対
策
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
、
女
性
の
参
画
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁
総
務
課
長　

国

か
ら
の
要
請
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
見

直
し
作
業
を
進
め
る
中
で

検
討
を
加
え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
粗
大
ご
み
の
休
日
搬
出

を
可
能
に

◎
町
職
員
の
﹁
行
政
区
担

当
制
﹂
を

質
問
東
小
川
地
区
と

み
ど
り
が
丘
地

区
の
防
犯
灯
の
電
力
料
金

は
、
開
発
協
定
を
根
拠
に

住
民
負
担
と
さ
れ
て
い
る

が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
公

平
性
に
著
し
く
反
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
建
設
課
長　

開

発
業
者
か
ら
自

治
会
に
一
部
引
き
継
が
れ

た
開
発
基
本
協
定
は
20
年

以
上
経
過
し
て
お
り
、
見

直
す
必
要
が
あ
れ
ば
、
協

定
内
容
等
を
自
治
会
等
と

協
議
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

と
、
都
市
計
画

都
市
計
画
の
再
構
築

に
つ
い
て
。

答
弁
建
設
課
長　

昭

和
54
年
９
月
に

都
市
計
画
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
見
直
し
は
、
平
成

３
年
12
月
に
あ
り
ま
し

た
。
市
街
化
区
域
内
で
の

十
分
な
土
地
利
用
が
な
さ

れ
て
い
な
い
現
状
で
は
難

し
い
で
す
が
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に

質
問
震
災
の
心
配
が

高
ま
る
中
、
自

助
の
基
本
と
し
て
﹁
家
具

の
転
倒
予
防
対
策
﹂
の
重

要
性
が
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
高
齢
化
の
中
で
そ

う
し
た
作
業
が
で
き
な
い

世
帯
も
増
え
て
い
る
。
そ

こ
で
一
定
の
契
約
の
も

と
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
仕
事
と
し
て
発
信

す
る
の
は
ど
う
か
。

答
弁
総
務
課
長　

シ

ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、﹁
作
業
に
要
す
る
知

識
や
先
進
事
例
を
調
査
確

認
し
前
向
き
に
検
討
し
た

い
﹂
と
の
こ
と
。
町
も
状

況
を
見
な
が
ら
協
力
し
た

い
。

防
災
へ
の
女
性
の

参
画
を

質
問
東
日
本
大
震
災

の
現
場
で
は
、

女
性
が
悲
し
み
の
中
大
活

躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当

勤
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

仮
に
住
居
を
求
め
る
方
が

い
る
と
す
れ
ば
、
宅
地
建

物
取
引
事
業
所
に
あ
っ
せ

ん
等
を
お
願
い
し
て
い
き

ま
す
。

既
存
住
宅
地
の
開
発

協
定
の
見
直
し
は

質
問
み
ど
り
が
丘
１

丁
目
は
い
つ
ご

ろ
行
政
区
に
格
上
げ
す
る

の
か
。

答
弁
建
設
課
長　

地

元
と
も
相
談
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

質
問
定
住
者
の
増
加

に
向
け
て
、
促

進
策
を
打
ち
出
し
て
ほ
し

い
。答

弁
政
策
推
進
課
長　

災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
や
企
業
誘
致
を

促
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

住
民
生
活
環
境
の
充
実
を

図
り
、
定
住
者
の
増
加
を

目
指
し
ま
す
。

質
問
市
街
化
調
整
区

域

の

見

直

し

質
問
町
の
活
性
化
の

言
葉
が
、
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
出
な
い
日

は
な
い
。
住
民
総
所
得
か

ら
見
て
も
、
国
に
よ
る
町

の
類
型
Ⅴ
‐
２
を
見
て
も
、

第
３
次
産
業
︵
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
︶
が
特
色
で
あ
る
。

た
く
さ
ん
の
人
が
町
を
訪

れ
消
費
す
る
た
め
の
、
具

体
的
な
手
だ
て
こ
そ
優
先

的
に
や
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答

弁
産
業
観
光
課
長　

当
町
と
し
て
で

き
る
こ
と
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
的
確

に
見
き
わ
め
、
活
性
化
に

取
り
組
み
た
い
。

質
問
当
町
で
も
企
業

誘
致
が
実
現
し

た
今
、
ホ
ン
ダ
進
出
に
よ

る
経
済
効
果
が
目
に
見
え

る
形
で
実
現
し
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
す
ま
す
重

要
性
を
増
す
地
域
経
済
の

成
長
戦
略
に
つ
い
て
は
。

ホ
ン
ダ
に
勤
務
す
る
人
た

ち
に
、
当
町
に
住
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
積
極
的
な

誘
導
策
は
あ
る
の
か
。

答
弁
産
業
観
光
課
長　

現
在
の
狭
山
工

場
に
勤
務
す
る
方
が
来
る

場
合
を
仮
定
す
る
と
、
小

川
工
場
、
寄
居
工
場
へ
の

通
勤
時
間
は
45
分
程
度
で

あ
り
、
大
部
分
の
方
が
通

まちづくり

たくさんの人が訪れる町に

地域経済の成長戦略

ホンダに勤務する方を小川町に

ま
ち
づ
く
り

生
き
が
い
の
あ
る
町
、定
住
し
た
い
と
思
え
る
町
を
目
指
し
て

企
業
誘
致
の
促
進
や
生
活
環
境
の
充
実
を
図
る

活性化に取り組みたい

宅地建物取引事業所にあっせん等をお願いする

島﨑隆夫議員

山口勝士議員

井口亮一議員

質
問
医
療
の
町
と
し

て
特
化
す
る
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
予
防

接
種
に
対
し
て
最
低
で
も

半
額
を
町
負
担
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁
健
康
増
進
課
長　

国
の
予
防
接
種

法
の
改
正
の
動
向
を
注
視

し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
﹃
小
川
町
文
化
財
保
護

条
例
﹄
の
現
況
確
認

◎
も
っ
と
文
化
財
を
生
か

し
て
観
光
産
業
を
育
て

て
ほ
し
い

「定住したい町、おがわ」に「定住したい町、おがわ」に防犯灯の電力料金は？

避難所で食後の団らん
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を
受
け
た
が
、
町
や
他
町

村
な
ど
の
動
向
を
含
め

て
、
そ
の
後
の
経
過
は
。

答
弁
政
策
推
進
課
長　

比
企
地
域
を
は

じ
め
近
隣
自
治
体
へ
、
改

め
て
財
政
支
援
の
趣
旨
、

必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
に
訪
問
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
個
別
の
事

情
か
ら
参
加
を
ち
ゅ
う

ち
ょ
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
協
議
会
の
設

置
、
具
体
的
な
支
援
方
法

等
は
、
今
後
協
議
を
重
ね

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
24
時
間
３
６
５
日﹁
い

つ
で
も
診
て
も
ら
え
る
﹂

と
い
う
安
心
感
を
も
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
地

元
小
川
町
と
し
て
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
住
民
参
画
の
重

要
性
と
、
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
新

た
な
事
業
や
考
え
は
。

答
弁
町
長　

私
一
人

が
力
ん
で
も
で

き
る
こ
と
は
た
か
が
知
れ

て
い
ま
す
。
町
全
体
で
方

向
性
を
一
つ
に
し
て
、
協

力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
後
の
行
政

運
営
も
そ
の
理
念
を
ベ
ー

ス
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

答
弁
学
校
教
育
課
長　

基
本
設
計
の
中

で
予
算
を
考
慮
し
検
討
し

ま
す
。

質
問
西
中
改
築
で
太

陽
光
、
風
力
、

バ
イ
オ
、
雨
水
利
用
等
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省

エ
ネ
、
リ
サ
イ
ク
ル
他
各

種
検
討
し
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生
等
の
学
習
教
材
と

し
て
も
利
用
し
、
再
生
可

能
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

の
日
本
一
エ
コ
な
町
を
目

指
し
て
ほ
し
い
が
。

答
弁
町
長　

日
本
一

と
い
う
の
は
難

し
い
で
す
が
、
す
ば
ら
し

い
こ
と
な
の
で
、
前
向
き

に
検
討
し
ま
す
。

質
問
総
事

業
費

55
億
円
予
定

で
、
10
億
円
の

財
源
不
足
を
生

じ
て
お
り
、
当

町
を
は
じ
め
、

近
隣
町
村
に
財

政
支
援
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

﹁
当
町
が
中
心

と
な
り
支
援
を

検
討
﹂
と
報
告

答
弁
政
策
推
進
課
長　

先
進
的
な
事
業

展
開
を
し
て
い
る
行
政
区

の
活
動
を
紹
介
し
、
広
く

周
知
を
図
り
ま
す
。

質
問
職
員
に
よ
る
、

行
政
区
の
担
当

制
の
導
入
は
。

答
弁
政
策
推
進
課
長　

各
地
区
で
行
な

わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
、
町
職
員
と
し
て

一
翼
を
担
う
だ
け
で
な

く
、
一
町
民
と
し
て
積
極

的
な
参
画
を
促
し
ま
す
。

が
お
ざ
な
り
に

な
り
が
ち
で
、

完
成
品
の
強

度
、
機
能
等
に

大
き
く
影
響
し

て
く
る
と
思

う
。
町
の
管
理

体
制
が
非
常
に

重
要
だ
が
、
対

質
問
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
補
助
金
の

概
要
と
そ
の
周
知
の
徹
底

は
。答

弁
政
策
推
進
課
長　

元
気
な
ま
ち
づ

く
り
補
助
金
交
付
要
綱
に

基
づ
き
、
行
政
区
の
住
民

参
加
に
よ
る
自
主
的
な
事

業
に
対
し
、
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

行
政
区
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進
、
ふ
れ
あ
い

の
場
を
深
め
る
た
め
に
積

極
的
な
活
用
を
毎
年
、
区

長
さ
ん
を
通
し
て
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。

質
問
一
行
政
区
一
事

業
の
推
進
と
表

彰
制
度
等
の
創
設
は
。

質
問
総
事
業
費
が
10

億
８
０
０
万
円

で
予
定
価
格
が
４
７
３
０

万
円
の
設
計
を
、︵
株
︶

平
安
設
計
が
１
４
１
０
万

円
で
落
札
し
た
。
設
計
内

容
、
品
質
に
影
響
し
て
こ

な
い
か
。

答
弁
学
校
教
育
課
長　

近
隣
で
の
同
種

建
物
、
当
町
で
の
実
績
が

あ
り
、
設
計
内
容
、
品
質

に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
本
来
４
７
３
０

万
円
の
設
計
を

１
４
１
０
万
円
で
行
な
う

と
、
安
い
下
請
け
を
使
う
、

あ
る
い
は
最
も
手
間
を
か

け
る
べ
き
基
本
プ
ラ
ン
、

動
線
計
画
、
比
較
検
討
等

協働のまちづくり

さらなる住民の参画を

小川西中改築工事

設計内容・品質に影響はないか

安
全
・
安
心
な
町

小
川
赤
十
字
病
院
建
て
か
え
計
画
は

地
元
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い

環境整備に努めます

実績があり、問題ない業者。町も全力で取り組む

髙橋さゆり議員

髙瀬　勉議員

大戸久一議員

人
に
や
さ
し
い

安
全
・
安
心
な　

ま
ち
づ
く
り

質
問
街
中
に
行
く
ほ

ど
歩
道
状
況
が

悪
い
。
①
こ
れ
ら
の
現
状

を
把
握
し
て
い
る
の
か　

②
町
内
の
歩
道
整
備
率

は
。答

弁
建
設
課
長　

①

非
常
に
歩
き
に

く
く
、
東
松
山
県
土
整
備

事
務
所
に
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す　

②
道
路
で

幅
員
５
・
５
メ
ー
ト
ル
以

上
の
改
良
済
町
道
の
歩
道

整
備
率
は
約
75
％
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
子
ど
も
た
ち
の
安
全

◎
介
護
保
険

◎
西
中
学
校
改
築

世代を超えての楽しい料理教室

木造の萩ヶ丘小学校（ときがわ町）

応
は
。

答
弁
学
校
教
育
課
長　

全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

質
問
木
造
か
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造

か
、
非
常
に
大
切
な
こ
と

な
の
で
、
基
本
設
計
、
検

討
資
料
が
提
出
さ
れ
た
段

階
で
、
必
ず
議
会
に
明
ら

か
に
し
て
ほ
し
い
。

答
弁
学
校
教
育
課
長　

報
告
し
ま
す
。

質
問
体
育
館
は
防
災

拠
点
に
な
っ
て

い
る
が
、
設
計
仕
様
書
で

は
、
当
然
必
要
な
、
太
陽

光
発
電
、
蓄
電
設
備
、
発

電
設
備
等
に
ふ
れ
て
い
な

い
。
設
置
予
定
は
な
い
の

か
。

小川赤十字病院
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は
別
に
県
の
事
業
と
し
て

一
定
条
件
を
満
た
し
た
者

に
最
長
２
年
間
、
１
５
０

万
円
ず
つ
給
付
さ
れ
ま

す
。
経
営
開
始
型
は
市
町

村
事
業
と
し
て
、
一
定
要

件
を
満
た
し
た
者
に
最
長

５
年
間
１
５
０
万
円
ず
つ

給
付
さ
れ
ま
す
。

答
弁
町
長　

こ
こ
ま

で
と
聞
か
れ
な

い
限
り
、
区
切
り
を
つ
け

て
回
答
す
る
の
は
常
識
的

に
不
自
然
で
は
な
い
。
平

成
12
年
以
前
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
言
っ
て
も
ら
え

れ
ば
答
え
ま
す
。
ま
た
、

請
願
内
容
で
す
が
、
条
件

に
か
な
う
も
の
が
あ
れ
ば

財
政
と
相
談
し
着
手
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◎
人
口
減
と
対
策

◎
西
中
学
校
建
築
と
欅
台

中
学
校

規
就
農
者
の
倍
増
︵
毎
年

２
万
人
︶　

③
集
落
営
農

の
組
織
化　

④
機
械
・
施

設
の
導
入
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
新
規

就
農
者
対
策
は
、
就
農
前

の
研
修
者
等
を
対
象
と
し

た
﹁
青
年
就
農
給
付
金
︵
準

備
型
︶﹂
と
、新
規
に
独
立
・

自
営
就
農
し
た
者
を
対
象

と
し
た
﹁
青
年
就
農
給
付

金
︵
経
営
開
始
型
︶﹂
と

が
あ
り
、
準
備
型
は
国
と

な
の
か
。

答
弁
政
策
推
進
課
長　

調

査

不

十

分

で
、
回
答
で
き
ま
せ
ん
。

質
問
先
の
町
長
選
挙

の
際
、
笠
原
町

長
は
﹁
ま
だ
や
り
残
し
た

こ
と
が
あ
る
﹂
と
い
う
強

い
思
い
で
出
馬
を
さ
れ

た
。
町
民
は
、
こ
の
4
年

間
を
笠
原
町
政
の
集
大
成

と
考
え
て
お
り
、
未
着
手

請
願
に
関
し
て
も
期
待
を

し
て
い
る
が
、
そ
の
対
応

は
。

質
問
本
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
農
林
水

産
省
の
﹁
人
・
農
地
プ
ラ

ン
﹂
事
業
に
対
す
る
町
の

取
り
組
み
は
。

答
弁
産
業
観
光
課
長　

﹁
人
・
農
地
プ

ラ
ン
﹂
は
農
業
の
再
生
に

向
け
、
国
が
今
後
５
年
間

の
行
動
計
画
で
、
次
の
４

施
策
を
設
け
て
い
ま
す
。

①
農
地
集
積
の
た
め
の
総

合
的
な
対
策　

②
青
年
新

質
問
町
に
対
す
る
請

願
書
は
、
今
必

要
と
さ
れ
る
町
民
の
熱
き

思
い
︵
願
意
︶
を
議
会
が

必
要
と
認
め
た
と
き
、
最

大
限
の
対
応
と
な
る
全
員

一
致
で
の
可
決
・
採
択
が

な
さ
れ
、
町
に
送
付
さ
れ

る
。
未
着
手
案
件
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
政
策
推
進
課
長　

平
成
12
年
か
ら

平
成
23
年
ま
で
の
請
願
書

の
う
ち
、
完
了
し
た
も
の

3
件
、
現
在
着
手
3
件
、

予
定
3
件
、
要
検
討
1
件

で
す
。

質
問
平
成
12
年
以
前

の
も
の
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
着
手
済
み

請願審査

未着手請願は、どうするのか

農
業
支
援

﹁
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹂
の
推
進

若
い
農
業
者
へ
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
く

条件が合えば着手する

金子美登議員

戸口　勝議員

　

ま
た
、
農
地
集
積
の
た

め
の
対
策
で
は
、
経
営
面

積
拡
大
の
た
め
、
地
域
ご

と
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
担
い
手

に
、
農
地
の
集
積
を
促
す

対
策
と
し
て
、
農
地
集
積

協
力
金
等
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
具
体
案

が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
町
と
し
て
事
業
の
担

い
手
、
と
り
わ
け
若
い
農

業
者
確
保
と
支
援
を
行

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　私は町のスポーツ推進委員とし

て、住民のスポーツ振興・スポーツ

行事・事業等の協力をさせていただ

いています。当町のスポーツ施設の充実

に関して意見を言わせていただけるなら、総合体育

館の早期建設、児童・幼児等が安全に遊べ、幅広い

年代がウオーキング等で楽しめる公園・広場、多少

の雨でも利用できるテニスコート（オムニコート）

及びナイター設備等々スポーツを愛し楽しむ者とし

ての希望がたくさんあります。

　近隣の市町村では既に充実しているように思いま

す。「健康・スポーツの町」宣言を掲げている小川

町として、町民がスポーツ・レクリエーション等を

楽しめるように施設の充実に力を入れていただける

よう、町の発展のため、町民の代表として努力され

ている議員の皆様の積極的な取り組みを期待します。

　小川町の緑町に住み始めて、11

年余りが経過しました。家の近くに

は栃本の堰があり、窓を開けると槻

川のせせらぎが聞こえ、山の緑も見える

とても住みやすいところだと思います。

　さて、緑町は年中行事の盛んなところです。7月

は七夕祭り、12月は酉の市、2月は節分祭と大きな

ものはこの 3つがあります。七夕祭りは町として行

われる行事ですが、酉の市、節分祭は緑町を中心に

とり行うため、区長をはじめ役員及び区内の皆様に

は大変ご苦労があるように思われます。私も区内の

一員として、微力ではありますが行事に参加させて

いただいております。

　少子高齢化が進んでいる中で、このような伝統行

事を続けていくために、町内の皆様にはこれからも

絶大なご協力をお願いしたいと思います。

活気ある町に
緑町　加藤恵子

スポーツ施設の充実を
神明町　大木恵美子

有機農業で独立を目指す研修生

　私は町のスポーツ推進委員とし

て、住民のスポーツ振興・スポーツ

行事・事業等の協力をさせていただ

いています。当町のスポーツ施設の充実

に関して意見を言わせていただけるなら、総合体育

館の早期建設、児童・幼児等が安全に遊べ、幅広い

年代がウオーキング等で楽しめる公園・広場、多少

の雨でも利用できるテニスコート（オムニコート）

及びナイター設備等々スポーツを愛し楽しむ者とし

ての希望がたくさんあります。

近隣の市町村では既に充実しているように思いま

す。「健康・スポーツの町」宣言を掲げている小川

町として、町民がスポーツ・レクリエーション等を

楽しめるように施設の充実に力を入れていただける

よう、町の発展のため、町民の代表として努力され

ている議員の皆様の積極的な取り組みを期待します。

スポーツ施設の充実を
神明町 大木恵美子

　小川町の緑町に住み始めて、11

年余りが経過しました。家の近くに

は栃本の堰があり、窓を開けると槻

川のせせらぎが聞こえ、山の緑も見える

とても住みやすいところだと思います。

　さて、緑町は年中行事の盛んなところです。7月

は七夕祭り、12月は酉の市、2月は節分祭と大きな

ものはこの 3つがあります。七夕祭りは町として行

われる行事ですが、酉の市、節分祭は緑町を中心に

とり行うため、区長をはじめ役員及び区内の皆様に

は大変ご苦労があるように思われます。私も区内の

一員として、微力ではありますが行事に参加させて

いただいております。

　少子高齢化が進んでいる中で、このような伝統行

事を続けていくために、町内の皆様にはこれからも

絶大なご協力をお願いしたいと思います。

活気ある町に
緑町 加藤恵子

管路の改修助成の請願が採択された
深田団地の下水処理施設
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下里ささら獅子舞
　下里ささら獅子舞は、古くは7月13日

〜 15日の 3日間、下里八宮神社、八坂

神社、大聖寺に奉納してきました。昭和

39年に一時活動を休止し43年に復活、

保存会を発足いたしました。

　現在に至るまで大人から子どもたちへと

引き継がれ、練習も6月中旬から毎日曜日を

中心に行なっています。ことしは、7月 15日の午前中は八宮

神社、午後は大聖寺に奉納いたしました。真夏の一日、下里4

区センターから奉納寺社まで、太鼓や笛の音が響き厳
おごそ

かな気持

ちになります。

下里ささら獅子舞保存会笛太鼓指導員　関根俊治奉納される獅子舞

　青少年補導員は町内各地区か
ら選出され、町長が任命する形
になっていますが、まったくの
ボランティアとしての活動にな
ります。地域ごとのお祭りや七

夕祭りなどでのパトロール、学校周辺の
見回りなど、町の安全・子どもたちの安
全に欠かせない団体です。人数は124人、
今回はそのリーダー大塚利雄委員長を取
材しました。

具体的にはどんな活動があるのですか？

学校との連携による、周辺の見回り。例えば「変質者
が出た」という情報を得れば、その場所を集中的に見
回ります。地区ごとのお祭りでのパトロールも大事な
仕事です。おみこしが練り歩くときには交通整理もし
たりしますね。

子どもたちのために、いろいろなことをしてくだ
さっているんですね。「補導」という部分では？

警察とは違うので、直接補導することはできません。
でも声かけをしたり、必要なら警察に連絡もします。
非行や犯罪につながらないよう、早めに見つけて手を
打ってあげたいと心がけています。

読者に伝えたいことは何かありますか？

研修で、少年刑務所などにも行きますが、一度犯罪に
手を染めてしまうと、そこから抜け出すことがいかに
大変なのかを実感しました。そうならないためにも、
みんなで連携することが大切ですね。

今後考えていらしゃることは？

地域と学校の連携の橋渡しになれば。学校と情報を共
有しながら、「声かけ」や「励まし」ができたらと思っ
ています。

シリーズ　安全・安心の主役たち④

Q

A

議 員
記者クラブ 「青少年補導員」「青少年補導員」

Q

A

Q

A

Q

A

　８月号は2〜 3ページに小川

小学校の耐震工事を報告させて

いただきました。3.11東日本大

震災以降、NHKテレビなどで震災対策情報を放映して、

皆さんに注意を促しています。

　首都直下型地震も数年後には起きることを前提に、物事

を考えるよう奮起をしております。

　町は、八和田小、東中、小川小の耐震工事を進め、西中

は地震に強い改築工事に取り組んでいます。行政のやるべ

き対策の役割、家庭は何を準備すべきか、真剣に考えてお

くことが必要と考えます。　　　　　編集委員　小林一雄

担当：山口
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